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公正配分の存在に関する考察

北原真木

序論

社会を構成する種々の主体聞においてそれらの利害関係をいかにコーディネートし得る

かが経済体制のパフォーマンスの是非を判断するための最肝要の事柄である コーディネ

ーションの場として挙げられるのが，国家であり，市場である本稿では，コ}ディネー

ションの場としての市場配分機能の限界を規範的に検討するととを論題とする.

さて，配分的正義の規範理論は，平等に関わる規範理論のととであるが，それには無羨

望原理に拠る系統と平等等価原理に拠る系統とがある これら系統は何れも個人の主観的

選好に依拠する 無羨望原理に拠って配分状態の公正さを問う場合，すべての個人が自ら

の配分と他者の配分とを主観的に比較し，自身の配分の方が他者の配分よりも好ましいと

看倣すか否かが基準となる.平等等価原理に拠って配分状態の公正さを問う場合，各個人

の選好において等価な厚生を実現するような均等配分が存在するか否かが基準となる 2 

本稿では無羨望原理に関わる問題を取り扱うこどとする，つまり，純粋交換経済におけ

る市場のメカニズムが稼動する状況下において羨望のない記分状況を実現し得るか否かの

検討が本稿の趣旨である.

JohnRawlsによれば，羨望とは，他主体のー層大きな養を敵意を以って見る性向のこと

である 3羨望は一般的羨望と特殊な羨望とに区分される..一般的羨望とは，各主体関で，

1コーディネーションの場として，国家，市場の他にコミュニティを挙げる論者がいる 例

えば， S.Bowles and H.Gintis(1998). 

2厚生の平等の概念に依拠して分配的正義を論ずる立場に対する批判としてはIR.Dworkin 

による批判がある.Dwol'kin(2000). 

3.Rawls(1971)，邦訳 pp.416'417.

4.Rawls(971)，邦訳 p.416.
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ある共通善(例えば，所得，富)を相対的に少なく獲得する主体が相対的に多く獲得する

主体を羨む場合の羨望を意味する 特殊な羨望とは，ゼロ・サム・ゲ ム的状況下で敗者

が勝者に対して抱く羨み，競争的羨望を意味する

一般的羨望にせよ，特殊な羨望にせよその程度がある程度を超えれば，それら羨望を生

み出す事態を出来せしめる社会経済機構および社会的秩序の在り方にとってそれら羨望の

程度は看過し得ないものになる 一定の社会秩序を招来する社会経済機構がその在り方に

変更を加えなければならない程に無理からぬ羨望が許容限度を超えて引き起されるか否か

が問題なのである.人間の性向，特に善の客観的な不釣り合いに対する人々の嫌悪感に照

らして，羨望を生み出す，資源配分およびその結果としての厚生の分配状況が，社会の秩

序原理の合理的な約定に適っているか否かが問題なのである

I羨望の位置づけ

1.1.パレート最適性概念の問題点

資源配分，所得分配が市場機構を介して実現するというのが，市場機構をその体制的本

質とする資本主義経済の原則である

市場機構を介して実現するある資源配分，所得分配が，経済社会総体の観点からして好

ましいい状況に在るのか，否かの判断基準として般的に用いられてきたのが，パレ ト

(P町 eto)基準である.しかしながら，パレ ト基準に拠る資源配分，あるいは所得分配

的状況に関わる是非の判断の在り方に経済学論理構造上の限界があることは，厚生経済学

の第 1基本定理についてよく知られている事柄である.

2個人・ 2財の純粋交換経済モデルを以って例を掲げるとととする.

個人1の効用関数をlIJx)= XllXI2，個人 2の効用関数をlI，(x)ニ X21X22とする いづれの

効用関数も連続微分可能であるとする.ととで， xîjf立第i(~1，2) 個人の第 j(=1，2)財の消

費量を表記し，E;は第 1財の市場価格を，P，は第2財の市場価格を表記する.個人1の初

期賦与量をωJ9，9)，個人2の初期賦与量をω，(1，1)とする

9 9 p， 傘 9.9P 
競争均衡ピ=(角川;)を求める Xllー+一一， X21=+-iであるから，

2 2 Pl 
.， 

2 2 Pl 

X;I +X;1 = 10から主主二1が決まる.したがって x;=(9グ)，a;工(1，1)となる.
Pl 

当該の初期賦与配分ωは直感的に偏りのある配分であるが，競争均衡もまたωと同様の

内容の配分となっている.つまり，市場機構を介した資源配分再配置も，初期賦与配分状

況に偏りが存在する場合，配分のその偏りを是正するには至らないのである 厚生経済学

の第 1基本定理に拠り，当該の競争均衡はパレ ト最適性を備えている.このことは，パ

レ ト基準が配分の偏りの有無の是非を論ずることが出来ないことを示している.
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1.2.羨裂なき配分の存在

ここでは，羨望なき配分が存在し得ることを 2個人・ 2財の純粋交換経済における数値

例を以って示すこと kする. 配分状況に関して羨望がないとは 2財の場合，

UJXiPλi2)izu，(xJI，λj，)，i "" j，i = 1，2，j = 1，2 のとき，そのときに限るものとして定義

される

ここでの問題は存在問題であるから，ある配分が羨望なき配分であることを示すことと

する

1 .2.1.モデノレ1

齢{(~'判討を考える ことで，X，は第I財の初期賦与量を，X，は第2

財の初期賦与量を表記する.

とのとき，明らかに

X. Xo. .x. x. 
242(」，」)二11，(斗，"':2)，i=1，2

2'2' "2'2 

であるから，当該配分は羨望なき配分である.

1 .2.2モデル2

個人 1と個人 2の効用関数が同型で偏微分可能であるとし，包i=XnX山 i=1，2とする

配分{(X，pX仏 (x'l>'r，，)}が実現可能で羨望なき配分であるためには，

X1ん三X21X22ニ (X，-Xll)(X，-Xl2)

and 

X2IX22 ~Xl1λ12 二 (X， ら)(X， -X，，)

でなければならない

式(1)から

v 

X，~ 2: X.一二主忠12 '= 1"'-2 

X， 
が得られる

(1) 

(2) 

(3) 
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同様にして，式(2)から

X22詮主-4iX21
Xl 

(4) 

が得られる.

したがって，実現可能にして羨望なき配分が存在する領域は，集合

iト何川川pX凶《川x巧~ω州山叶1ロρ」山2)川州)川)I Xl川巧

i 

である

1.2.3.モデル3

第 1 財の初期賦与量をXl • 第 2財の初期賦与量をX2 で表記し，個人 1 の効用関数が

Ulニ X
lI
X12で，個人2の効用関数がU2ニX21+ 2X22であるとする.いづれの効用関数も偏微

分可能であるとする

配分{(X!l'x.ρ，(X21'X22)}が羨望なき配分であるためには，

X"X" ::> X λ 1l-~12 二二白 21"22
(5) 

and 

X21 + 2X22ミXl1
十2、12

でなければならない.

式(5)から

(6) 

λ}232-41dH1 
Xl 

(7) 

式(6)から

出
4+

 

v
叫

l
一2

くニx
 

(8) 

が得られる

式(7)と式(8)との共通領域が存在するのは，次の 2つの場合である すなわち，

Yょう X，_ . 1 .-， 
~ -'-1 ' ........12どX今 and-'-X. + X， ::> x. 
4 2'ι  
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→ iC X，+フY
である場合と直線X1ヲニXヲー-iX11と直線X1')ニー-X11+-L一一.::1.1::が第1象限において

~ 2 
X， 

交わる場合とである.

最初の場合が成り立つのは X，=2X，のときに限るこのとき，直線引2::::X2 与、11ど

X， 

1 ，X，+ウY
直線x門ニ -x" +一一一.....2とは一致する. したがって，この場合，羨望なき配分が存在

“ 2 u 4 

する領域は，第 1象限内の， 直線 X"= X，与λh上の，

X， 
あるいは直線

， X1，今 Y
L ニ -X" 十一一ームよ主の点からなる集合である.

2 u 4 

第2の場合が成り立つのは，連立2元1次方程式が非負の解をもっ場合である.そこで，

当該の 2式を

X2 xl1 + X1.¥'u = X1 X2， 

X，+全X司

λ戸，+2x，司::::.:...:.!.一一一:..:.L
2 

とすることで，当該連立方程式が解をもっための十分条件は

D=IX， X，I手。
2 

であるから，2X2'I'X，・

X， X 
実際，当該交点の座標は， (--31)であるから，当該連立2元 1次方程式の解は非負解

2' 2 

X， X 
となっている.すなわち，配分点(-i，-i)のみが羨望なき配分点となる.

2' 2 

以上の数値伊肋ミら明らかなように，羨望なき配分は特定の条件下でのみ存在するのであ

る
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E 純粋交換経済における均衡

社会を構成する主体関の利害関係をコーディネートする つの場としての市場機構が備

える配分機構に関するパフォーマンスの在り方を羨望なき配分に関して問うことが本稿の

趣旨である.とのととからして，単に羨望なき配分の存在可能性を問うのみではなく，現

実経済の整序様式である市場機構の稼動の成果との整合性を問わなければならない.そこ

で，ここでは，純粋交換経済下での市場機構稼動の成果である，競争均衡の状況を前掲の

モデルについて検討することとする.

II. 1モデル1における競争均衡

当該経済の場合，当該両個人が直面する予算制約条件は，

X. X 
P1Xi¥ +P山壬Pl斗 +P2」，z=l，22 •• 2 

であるから，すべてのi=1，2について同ゐである.

γ 
個人i= 1 ， 2 の限界代替率は• MRS = "i主であるから，当該個人1ニ 1，2の主体的均衡条件

Xil 

l土，

主主 =l!J...，i=l，2
Xu P2 

である.この主体的均衡条件と上述の予算制約等号式とから側人i= 1，2の財 1に関する需

X1 . p， X 
嬰関数を求めると， ."(，ι ー土十一主ーよ.i= 1，2である.

“ 4 Pl 4 . 

I 00 1 X. . .. .~_~.. ~.. .. .x. X 
するど，均衡価格比IP2 I =与で，均衡配分点(叫x毛ら11'X

~Pl) X， ““ 2' 2 

II.2モデル2における競争均衡

ここで，当該 2個人の初期配分を叫 =(ω山由'i2)'iニ1，2とする ただし，

日'lj+田町二Xj，j=1，2であるー

当該経済の場合，当該両個人が直面する予算制約条件は，

P1λCn + P2Xi2 ~ Pl曲'jJ+ P2白山iニ 1，2

γ 
である.個人i= 1 ， 2 の限界代替率は• MRS=~主であるから，個人 i = 1，2の主体的均衡条

Xil 

1牛は，
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主主ニ主人iニ1，2
λil P2 

である，この主体的均衡条件と上述の予算制約等号式とから個人;=1，2の財1に関する需

要関数を求めると.¥""竺止十 P2ωι....I= 1‘2である.
“ 2 2p1 •• 

{η x. x. 
すると，均衡価格比は， I とよ~一一二.:.:Lで，均衡配分点は，

¥P1 ) の112+ω22 X
2 

(X:l>X:2) = (也十三Lω点十三子ωi1)'iニロである
企 2X

2
ん 2X

1

1I .3.モデル3の競争均衡

ここで，当該2個人の初期配分を叫 =(.ωii'ω，，)，;=1，2とする.ただし，

同'!j+酎12j:::::: Xj，jニ1，2である

当該経済の場合，当該両側人が直面する予算制約条件は，

P1λil十 P2Xi2三P¥uJi1+ P2ωb，l二 1，2

である個人1の限界代替率四1 4で 個 人2叩 t替率慨すであるする
γ 

XIl 

X12 p， -rt.+.. 1" /!:r.T J n "，，--+-H--AA-W-11{li~4M.)4- Pl ど，個人1の主体的均衡条件は，一一=ーであり，倒人2の主体的均衡条件は， 一二 で
Xl1 P2 2 P2 

ある.

1 . P2 個人 1の財1に関する需要関数は X" 三一品τ十一一ω"であり，倒人2の財1に関する
2 .. 2P1 .. 

マ也あでnυ 一一x
 

斗
1

。

る

数

な

関
と

要

数

需
関

該

要

当

需の

き

灼ノ

L
L

通

る
3

あ

の

で

次

1
一2

〉

蜘

凶

川

間

関

)
要

l

需

(

(u) 1;:1すで叩き 当 該 需 要 関 数 は 当 該 予帥等号式

PIX21 + P2X22 :::::: Plu21 + P2ω22と合致する.

(ui) I五|く1であるとき，当該需要関数は，区間(盟己P2(j)22，X
1
11こ属する債をもつら1

Ip21 2 P1 
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である.

さて，上記3つのケースの中，有意味であるのは(五)の場合であるから，均衡価格比

(;:]すで均衡配分点は

Itl /il 

(X11J)=(」 +ω，」+」L)
』 ι “ 2 “ 4 2 

1，) f，) 1i1 

(λ21'-、;，)ニ((X1-」L ω'12)'(X，ー」上ー」主))

である.

E 純粋交換経済における公正な配分

ill.1.公正なIie分

4 2 

{定義] 公正な (fair)配分とは， Pareto効率性を充足し，かっ無羨望性を備えるような

記分のことである.

ある配分が J Pareto効率性を充足するべきであるという要請は，次の事柄を含意する

経済の整序様式としての市場機構を以って前提とすることには異論は発生しないであろう ι

外部性，非凸性がない経済環境下で市場機構が十全に機能するならば，純粋交換経済に競

争均衡が存在する.厚生経済学の第一基本定理に拠って，当該の競争均衡は Parto最適性

(効率性)を備えることになる

ある配分が，無羨望性を充足すべきであるという要請は，如何なる主体も如何なる他主

体を羨むことなく当該配分について満足しており，当該配分状態に変更を加えようとする

社会的動機が働く余地が全く無いということを意味する.

つまり，公正な配分とは，初期賦与量が過不足なく使い尽されており，最早何れかの主

体の効用水準を引き下げることなく配分状態に変更を加える余地がなく，主観的にも全て

の主体はその配分状況を満足しており，他主体の当該状況を羨む余地はなく，社会総体か

らして安定した配分状況である.

公正な配分についての定義からして，任意の配分状況は次の 3つの場合に庶分される

( i) Pareto最適性は充足されるが，無羨望性は充足されない場合

との場合，功利主義的意味では有効な配分が達成されるが，配分上の極端な偏りが現わ

れる可能性がある.

(u)無羨望性は充足されるが， Pareto最適性は充足されない場合

との場合，すべての主体において羨望が生ずるととはないが，経済合理性が損なわれる

こ左止なる
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(iii) Pareto最適性と無羨望性共に充足される場合

との場合，客観的均衡，主観的均衡と共に羨望なき状況が実現していることとなる

m.2 公正な~c分の存在例

Iで検討した2個人・ 2財モデルにおける羨望なき配分例と nで検討した2個人・ 2

財モデ、ノレにおける競争均衡配分例とを合わせることで2個人・ 2財モデルにおける公正な

配分例を検討することとする.

m.2.1.モデノレ1の下での公正記分存在の検討

X. X 
当該の競争均衡解は， (山二)ニ(」，」)，izl，2である

". ..' '2' 2 

個人 1において，

111 (X;I' X;2)二 uJx;px;z)

が，個人2において，

142(x;l，x;2)ニ 1ぱxL，xL)

x X， 
が成り立っている.したがって，配分(X

i
'!，X;2)二(ニL，-i)，iz l，2は公正な配分である

'2 2 

国 .2.2.モデル2の下での公正配分存在の検討

X. X 
当該の競争均衡は，(x，，，，<n) = (ー上， "~2 )，i = 1，2である.さて，実現可能にして羨望なきιιμ2  ' 2 

配分の存在領域に当該の結果を代入すると，

X， X X 
X今一一よ，ーよ z ーム二ん

&£122u  

が成り立つから，この場合公正配分が存在することがわかる.

m.2.3.モデル 3の下での公正配分存在の検討

当該の競争均衡は，

川一 μ叫λん1 川川一一

(X巧川l 2 ，.' 4 2 

傘 川 一 川川

(X;I' X;2)ヱ (X1λ11，X2-h)=(X1 」 ω12'X2ー
-11_ -:2) 
4 2 
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である

，¥'. x 
まず，羨望なき配分点が(-i， )であるとする その記分点が，競争均衡配分でありか

2 . 2 

つ無羨望配分点であるとすると，

主主ニ出土十叫、=JK-竺」ω.0， 
2 2 . 2ιv  

X崎 川一一 川一一 川一一 川一一二iニ」上+-1主=x-，ー-=:.!.l_-12 

2 4 2ι4  2 

が成り立たなければならない，

，¥'. x 
当該2式から X

1
ニ 2X

2が得られる しかるに，この結果は，当該配分点(ーへ-与が
2 . 2 

無羨望配分点であるための十分条件である，X1手2X2に矛盾する.

次に，当該競争均衡点が，無羨望配分点から成る直線X12=X2ー羊XI1上lこ在るものとす

X1 

る.すると，

ωH 川一 - X一川一
ニ斗十」主=X，主主C1+ω12) 
4 2 X 

から， ω11+2ω12ニ X1が得られる.つまり，条件ω11+2ω12= X1
が成り立っときのみに

公正配分が存在し得るのである

盗 3 純粋交換経済下における公正配分存在の一般性

ととでは，これまで、挙げてきた数値例に貫徹する純粋交換経済下における公正配分存在

に関わる 般的性質を考察することとする，

[仮定]当該2個人は，消費可能集合Xpi=l，2の元の対に関してに，で表記される選好関

係を認識し，それら関係は次のような諸性質を備えているものとする.

推移性

m:と227でかつmfと;zzfであれば， m;と;zmfである.ただし，i =1，2. 
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連結性

X"i=I，21こ含まれるすべての可，dについて，叫に， mfかm;J322fかが成立する.

連続性

任意の叫に対して，集合{x，lx，にjæ~} と集合 {x， lx， 乏i æ~} 左は閉集合である.

半強凸性

zjh mf，O壬白く1二今 (1 白)zJ十日lmj〉-227

強い単調性

zJ三mjandmJ手忽jニ同;〉2mf

I命題1]消費可能集合X"i=I，2が凸集合で，その上で定義される選好順序が，推移性，

連結性，連続性を満たすならば，その選好順序は連続な効用関数で表わすことが出来る

次に， Pareto効率性，個人が他者を羨望するということ，無羨望性，公正性に関して改

めて定義を下すとととする.

dd 

i定義 1]配分xがPareto効率的である 件個人i=1，2，・"，nについて

U，I二jxpi.e.，lIj(Y/)三1I，(x，)であるような，かつ仏 >-kxk，i.e.，uk(払)>u，(x，)であるよう

なii' kが存在するような実現可能な配分引が存在しない

dcf 

I定義2]個人iが個人k(i'i)を羨望する特科ベjxk，i.e.，uJx)く1I，(x，)，i，k=1，2，"ソ1.

de' 

[定義 3]配分mが無羨望性を備える 特個人¥;fi， k二 1，2，…，11について，

z， t二Ixk，i.e.，uJx)とu，(円)，ii'k.

d，' 
i定義 4]配分mが公正である 特配分mが無羨望性を備え.Pareto効率的である

[命題2]配分mが Pareto効率的配分であるならば，誰も羨むことのない個人が存在し，

l.A町 ow-Hahn，邦訳 p.93
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かっ誰からも羨望されない個人が存在する

この命題の意味する左ころは，配分zがPareto効率的配分であるならば，ある個人が効

用水準の頂点に在って，他のある個人が効用水準の最底辺に在るということである.

証明.

背理法を適用することを目的として，任意の 2個人i，k= 1，2，・・'，nが互いに羨望しあうも

のとする

この左き，実現可能で，かっ配分zに優越するような配分mが存在することになる.当

該 2個人はその羨望する個人の財を受け取ることになるから，

a=(:vpw2，"'，WO"'，忽'k"，a.)I~対してx，' =(xl'a2，"'，Xk，"'，Xp"'，円)において，

a' >-， a， for'ifi = 1， 2，.・'，n，1.8田川(a")> u，(a)，!orVi = 1，2， "'，11となる， しかるに，このこ

とは aがPareto効率的であるという前提に矛盾する. (証明終わり)

I命題3]選好が凸で単調であるとき，公正な配分が存在する

証明.

定理の趣旨からして公正な配分が存在する場合を掲げればよい 初期賦与ベクトノレωを

叫=竺，i=1，2，・・'，11とする. 選好が凸であるから無差別曲線は原点に対して強い意味で
n 

凸となり，単調性から右上方に位置する無差別曲線程より高い効用水準を意味する無差別

曲線となっている.

いま，価格ベクトノレをPニ(PPP2'…，Pm)とすると，予算制約条件

p ・ 2 云 p.~三
11 

を充たして，かつ効用を最大化するような最適解a;，i= 1，2，…，11が一意的に存在する.す

なわち，競争均衡(ピ，p)が存在することになる.

さて，このどニ(バベf・・，X
1
:)という競争的均衡配分点において

p・a;=p'竺ェp.a;，forVi，k= 1，2， "'，11 

11 

が成立している. (証明終わり)

2.Varian， p.67 
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[命題4]当該諸倒人の選好が単調であるとき，競争均衡(X，p)において

p・Xj= P . 'JJk， jor't/i，k = 1，2， "'，n，i *-kであるならば Xは公正である.

証明3

(1) XがPareto効率的であることの証明.

背理法を用いて証明をすることを目的として Xが Pareto効率的ではないとする

すると，任意の個人i= 1，2， "'，nにとって，百i~二Î xp i e.， lIj (yJ ;;; lIj (aj) であり，ある個人

kニ 1，2，.・・，n，k手 1にとってYk>--k a¥，i.e.，uJ百'k)> uk(x，)であるような配分Uが存在する

ことになる.との配分Uは Pareto効率的な配分として選ぶことができるから， Y
i 

>-j x
j
で

あるようなi=1，2，…，11については，P'Y;>P'x;となる

いま，P'Y;く P'X
j
であれば，個人i=1，2，・・・，11は，より多くの数量からなる財の組み合

わせを購入することができ，単調性の仮定の下， x
j
よりも選好される組み合わせを見出す

ことができることになるしかるに，このことは叫が競争均衡配分であることと矛粛する

Yi"，  xjであるような個人1二 1，2，・'，11にとっては，P'Y; = p'x;である.

以上の考察から，p'Y;2p・x;(i= 1，2)であるから，

LP'Y; > LP'x; 

である.さて，

LY;=LX;ニエ回z

であるから，

ms 
pa 

n
ヤム一同z

 

n
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n
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となって矛盾が生ずる. したがって，配分zは強い意味で効率的である.

(2) Xが無羨望性を備えるととの証明

背理法を用いて証明をするととを目的として X が無羨望性を備えていなく，任意の個

人zが任意の個人kを羨望するものとする 1. e. J xjベjaド i.e.，u;(x;l;;11;(叫)であるもの

とする.とのとき，仮定と競争均衡であることの定義とから，

P'Xj
く P'Xk=p'x; 

となり，これは矛盾である.

(1)と (2) との結果から g は公正であることが明らかとなった (証明終わり)

i命題 5]均等配分からコアへの動きは無羨望性を損なうことがあり得る.

3.VarIan(1974)を参考にした.
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(証明)例を挙げればよい.旬、ま，個人 3名から成る純粋交換経済を考え，個人1の効用

関数をIII(X1)= 3xl1 + 2x12 +X13'その初期記分をω1= (1，1，1)とし，個人2の効用関数を

11，(忽'，)= 2x'I十X22+3X23 'その初期配分を ω，=(1，1，1)とし，個人 3の効用関数を

ω一1ニ(ω"ω1)"3(X3)=X31 +3x32 +2x33，その初期配分をω3= (1，1，1)とする.このとき，

初期配分は均等であり ，III(X，)=II，(X，)=1I3(x3)=6であるから無羨望である.

さて，配分包 =(X"X"X3); X， = (3， 2/3， O)，x， = (0，0，2)， x3ニ(0，7/3，1)を考える.このと

き，IIJxl)=31/3>6=1I1(ω1)'III(X1) = 6 = 111 (ω，)， II，(XI)ニ9>6ニ11，(ω'Jであるから，

当該配分zはコア配分であり，当該喜己分mはパレ」ト効率的配分である.

しかるに，II，(XI) = 20/3 >6 = 11，(包，)であるから，側人2は伺人 lを羨望することにな

り，当該配分mは，無羨望性を損なっているから公正な配分とは為り得ない.(証明終わり)

[命題6]均等配分から生ずる競争均衡は，必ずしも公正ではない.

(証明)パレート効率的配分の集合ヨコア配分の集合ヨ競争均衡配分という集合の旬含関

係左上の命題とから，明らかである. (証明終わり)

[命題71無羨望の配分から競争均衡への動きは無羨望性を損なうことがあり得る

(証明)2個人・ 2財の純粋交換経済の場合で例を挙げることとする.エッジワースの籍

に於いて初期配分の点、ω=(ω1>ω，)を個人1の無差別曲線と個人2の無差別曲線とが通過

するものとする，引い11>ω1')=町(ω，1>ω，，) そして，伺人Iの無差別曲線は，個人1の原

点からみて配分点ω1=(，ωp叫)より上方を通過するものとする，

包JX1I>X1，)> 111 (ω'1>ω22) .個人2の無差別曲線は，倒人2の原点からみて配分点

ω1ニ(ω"ω1)より上方を通過するものとする ;1I，(X2I，X22) >叫(ω1ぃωρ このとき，個

人1は初期記分ω1に於いて個人2を羨望することはなく，同特に個人2は初期配分ω2に於

いて個人1を羨望することはない. したがって，当該の初期配分ωは，無羨望の配分であ

る

さて，当該の 2本の無差別曲線によって固まれる凸レンズ状の中に競争均衡配分点

ピニ(a;，a;)が存在するが，とこで，配分点ピ-1ニ(a;，anが，当該の凸レンズ状の形状

を形成する個人2の無差別曲線の上に在るものとする すると，個人2について

II，(X;) > 11，(バ)であるから，均衡西日分において個人2が個人1を羨望することはない.し，

4.Fe1dman，邦訳 p.157.
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かるに，個人 1については，1I¥(X;)>U¥(可)であるから，均衡配分において個人 1は個人

2を羨望することになる したがって，当該の均衡配分どは公正性を損なうことになる.

(証明終わり)

{命題8]均等所得競争均衡は公正配分であるが，逆は真ではない.すなわち，公正配分

であって均等所得均衡配分ではない配分が存在する 5 

(証明)前半部分は，命題4に拠り成立することが示される.後半部分を示すためには，

Z個人・ 2財純粋交換経済モテ、ノレでの例を挙け'ればよい.

第 I財の市場悩格をPJ，第2財の市場価格をあと表記し，個人 1の主体的均衡配分点を

バ~(バI ， X;2) と，個人 2 の主体的均衡配分点をz;=(z;l ， 42) と表記し，個人 1 の所得額を

rn] ，個人2の所得額をm，!:表記する

ととで 1n]=PJX;J十p，x;，> p品 +p，X;，土問
2とする.さて，強い単調性の仮定から局

所的非飽和性が導かれるから，個人 1，2共に他者の均衡配分点を羨望することはない

したがって，ピ~(可 ， X;) は公正な配分ではあるが，均等所得均衡配分ではない (言正明終

わり)
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